
２
０
２
３
年
12
月
15
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
っ
た
阪
本
浩
前

学
長
の
後
任
と
し
て
、
稲
積
宏
誠

教
授
が
、
第
20
代
青
山
学
院
大
学

学
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
２
０

２
３
年
12
月
16
日
〜
２
０
２
７
年

12
月
15
日
ま
で
の
４
年
間
。

稲
積
宏
誠
学
長
は
早
稲
田
大
学

理
工
学
研
究
科
を
修
了
。
１
９
９

３
年
に
青
山
学
院
大
学
理
工
学
部

に
助
教
授
と
し
て
着
任
。
そ
の
後

理
工
学
部
長
、
社
会
情
報
学
部
長
、

副
学
長
を
歴
任
。
工
学
博
士
。
ク

ラ
ウ
ド
・
シ
ャ
ノ
ン
を
起
源
と
す

る
情
報
理
論
か
ら
知
識
発
見
・
獲

得
に
か
か
わ
る
諸
分
野
の
研
究
に

取
り
組
み
、
自
然
言
語
処
理
分
野

か
ら
日
本
語
教
育
へ
の
展
開
を
進

め
て
き
た
。

理
工
学
部
長
と
し
て
は
、
理
工

学
部
が
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た

直
後
の
各
種
整
備
や
学
科
・
大
学

院
改
組
に
携
わ
っ
た
。
社
会
情
報

学
部
長
時
代
に
は
、
学
部
立
ち
上

げ
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
整
備
や
学
生

の
進
路
の
定
着
に
向
け
て
尽
力
。

ま
た
副
学
長
と
し
て
は
、
阪
本
前

学
長
を
支
え
、
学
務
担
当
と
し
て

コ
ロ
ナ
禍
の
授
業
運
営
の
責
任
者

を
務
め
た
。

学
長
と
し
て
、
急
激
な
少
子
化

に
よ
る
18
歳
人
口
激
減
を
前
に
、

多
様
性
を
保
持
し
つ
つ
研
究
・
教

育
力
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
大
学
た

れ
と
再
構
築
の
基
盤
づ
く
り
を
目

指
す
。

青
山
学
院
大
学

青
山
学
院
大
学 
学
長

稲い
な

積づ
み 

宏ひ
ろ

誠し
げ

２
０
２
４
年
４
月
１
日
付
け
で

同
志
社
大
学
第
35
代
学
長
に
就
任

し
た
。
任
期
は
４
年
。
１
９
６
５

年
、
大
阪
生
ま
れ
。
同
志
社
大
学

大
学
院
神
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。
博
士
（
神
学
）。
１
９
９
６

年
、
同
志
社
大
学
神
学
部
助
手
と

な
り
、
２
０
０
４
年
よ
り
同
神
学

部
教
授
、
２
０
２
０
年
４
月
〜
２

０
２
４
年
３
月
、
神
学
部
長
・
神

学
研
究
科
長
。
２
０
１
５
年
よ
り

良
心
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。
日
本

学
術
振
興
会
学
術
シ
ス
テ
ム
研
究

セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ

サ
ー
、
宗
教
倫
理
学
会
会
長
、
京

都
民
医
連
中
央
病
院
倫
理
委
員
会

委
員
長
、
京
都
・
宗
教
系
大
学
院

連
合
議
長
等
を
歴
任
。

専
門
は
キ
リ
ス
ト
教
思
想
、
宗

教
倫
理
学
、
一
神
教
研
究
。
先
端

医
療
、
環
境
問
題
、
性
差
別
な
ど

を
め
ぐ
る
倫
理
的
課
題
や
、
宗
教

と
政
治
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
関

係
、
一
神
教
に
焦
点
を
当
て
た
文

明
論
、
戦
争
論
な
ど
に
取
り
組
む
。

神
道
お
よ
び
仏
教
等
、
日
本
の
諸

宗
教
と
も
長
年
向
き
合
っ
て
き
た
。

同
志
社
は
２
０
２
５
年
に
創
立

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
。
新
学
長

と
し
て
、
同
志
社
１
５
０
年
の
伝

統
に
新
た
な
活
力
を
与
え
、
創
立

２
０
０
年
ま
で
の
次
の
50
年
に
向

け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

同
志
社
大
学

同
志
社
女
子
大
学

同
志
社
大
学 

学
長

小こ

原は
ら 

克か
つ

博ひ
ろ
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新会員代表者紹介

12
月
20
日
付
で
藤
野
陽
三
氏
が

学
校
法
人
城
西
大
学
の
理
事
長
に

就
任
し
た
。
新
理
事
長
は
１
９
４

９
年
東
京
都
生
ま
れ
。
１
９
７
２

年
東
京
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科

卒
業
、
１
９
７
４
年
同
大
学
工
学

系
大
学
院
修
士
課
程
（
土
木
工

学
）
修
了
、
１
９
７
６
年
ウ
ォ
ー

タ
ー
ル
ー
大
学
（
カ
ナ
ダ
）
博
士

課
程
修
了
を
経
て
同
大
学
博
士
研

究
員
。
そ
の
後
東
京
大
学
地
震
研

究
所
助
手
、
筑
波
大
学
構
造
工
学

系
助
手
・
講
師
、
東
京
大
学
工
学

部
助
教
授
、
同
大
学
教
授
を
務
め

る
。
２
０
１
３
年
東
京
大
学
名
誉

教
授
、
２
０
１
４
年
横
浜
国
立
大

学
先
端
科
学
高
等
研
究
院
上
席
特

別
教
授
、
２
０
２
０
年
同
大
学
名

誉
教
授
、
同
年
城
西
大
学
学
長
、

２
０
２
２
年
城
西
短
期
大
学
学
長

に
就
任
、
い
ず
れ
も
現
在
に
至
る
。

１
９
６
５
年
に
水
田
三
喜
男
に

よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
学
校
法
人
城

西
大
学
は
、
現
在
、
埼
玉
県
坂
戸

市
、
千
葉
県
東
金
市
、
東
京
紀
尾

井
町
と
首
都
圏
横
断
的
に
キ
ャ
ン

パ
ス
を
展
開
し
て
お
り
、
１
万
３

０
０
０
名
を
超
え
る
学
生
を
擁
す

る
総
合
大
学
へ
と
発
展
し
て
き
た
。

新
理
事
長
は
、
建
学
の
精
神

「
学
問
に
よ
る
人
間
形
成
」の
達
成

を
使
命
と
し
、
教
職
員
や
他
学
生

と
の
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
的

活
動
、
地
域
連
携
等
を
通
じ
、
一

人
一
人
の
学
生
に
成
長
を
実
感
し

て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

地
域
に
貢
献
し
、
国
際
的
な
人

材
の
育
成
を
目
指
す
。

城
西
大
学

城
西
国
際
大
学

学
校
法
人
城
西
大
学 

理
事
長

城
西
大
学 

学
長

藤ふ
じ

野の 

陽よ
う

三ぞ
う

山
路
朝
彦
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
４
月
１
日
付
で
前
沢
浩

子
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

前
沢
新
学
長
は
１
９
６
１
年
新

潟
県
生
ま
れ
。
１
９
８
９
年
津
田

塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
東
京

医
科
歯
科
大
学
教
養
部
助
教
授
を

経
て
、
２
０
０
６
年
獨
協
大
学
外

国
語
学
部
助
教
授
に
着
任
。
２
０

１
１
年
教
授
と
な
り
、
２
０
２
０

年
か
ら
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長

を
４
年
間
務
め
た
。
専
門
は
イ
ギ

リ
ス
文
学
。
主
な
編
著
書
は
『
生

誕
４
５
０
年 

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

と
名
優
た
ち
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）、

『
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
な
ら
し
』（
大
修
館

書
店
）。

獨
協
大
学
は
１
９
６
４
年
に
創

立
し
た
４
学
部
11
学
科
を
有
す
る

文
科
系
総
合
大
学
。
カ
ン
ト
哲
学

者
天
野
貞
祐
の
「
大
学
は
学
問
を

通
じ
て
の
人
間
形
成
の
場
で
あ

る
」
を
建
学
の
理
念
と
し
て
い
る
。

情
報
技
術
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
革
命
、

Ａ
Ｉ
の
進
化
、
民
主
主
義
へ
の
懐

疑
、
資
本
主
義
の
行
き
詰
ま
り
と

い
っ
た
世
界
史
の
転
換
点
に
あ
っ

て
、
新
し
い
時
代
の
「
学
問
」
の

あ
り
方
を
模
索
す
る
こ
と
は
今
日

の
大
学
の
急
務
で
あ
る
。
個
人
の

幸
福
追
求
と
社
会
の
安
寧
を
目
指

し
続
け
る
意
志
を
持
つ
市
民
の
育

成
が
、
現
在
求
め
ら
れ
る
「
人
間

形
成
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

創
立
60
周
年
を
機
に
、
さ
ら
な
る

教
育
改
革
に
努
め
て
い
く
。

獨
協
大
学

獨
協
医
科
大
学

姫
路
獨
協
大
学

獨
協
大
学 

学
長

前ま
え

沢ざ
わ 
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ろ
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12
月
20
日
付
で
藤
野
陽
三
氏
が

学
校
法
人
城
西
大
学
の
理
事
長
に

就
任
し
た
。
新
理
事
長
は
１
９
４

９
年
東
京
都
生
ま
れ
。
１
９
７
２

年
東
京
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科

卒
業
、
１
９
７
４
年
同
大
学
工
学

系
大
学
院
修
士
課
程
（
土
木
工

学
）
修
了
、
１
９
７
６
年
ウ
ォ
ー

タ
ー
ル
ー
大
学
（
カ
ナ
ダ
）
博
士

課
程
修
了
を
経
て
同
大
学
博
士
研

究
員
。
そ
の
後
東
京
大
学
地
震
研

究
所
助
手
、
筑
波
大
学
構
造
工
学

系
助
手
・
講
師
、
東
京
大
学
工
学

部
助
教
授
、
同
大
学
教
授
を
務
め

る
。
２
０
１
３
年
東
京
大
学
名
誉

教
授
、
２
０
１
４
年
横
浜
国
立
大

学
先
端
科
学
高
等
研
究
院
上
席
特

別
教
授
、
２
０
２
０
年
同
大
学
名

誉
教
授
、
同
年
城
西
大
学
学
長
、

２
０
２
２
年
城
西
短
期
大
学
学
長

に
就
任
、
い
ず
れ
も
現
在
に
至
る
。

１
９
６
５
年
に
水
田
三
喜
男
に

よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
学
校
法
人
城

西
大
学
は
、
現
在
、
埼
玉
県
坂
戸

市
、
千
葉
県
東
金
市
、
東
京
紀
尾

井
町
と
首
都
圏
横
断
的
に
キ
ャ
ン

パ
ス
を
展
開
し
て
お
り
、
１
万
３

０
０
０
名
を
超
え
る
学
生
を
擁
す

る
総
合
大
学
へ
と
発
展
し
て
き
た
。

新
理
事
長
は
、
建
学
の
精
神

「
学
問
に
よ
る
人
間
形
成
」の
達
成

を
使
命
と
し
、
教
職
員
や
他
学
生

と
の
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
的

活
動
、
地
域
連
携
等
を
通
じ
、
一

人
一
人
の
学
生
に
成
長
を
実
感
し

て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

地
域
に
貢
献
し
、
国
際
的
な
人

材
の
育
成
を
目
指
す
。

城
西
大
学

城
西
国
際
大
学

学
校
法
人
城
西
大
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理
事
長

城
西
大
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学
長

藤ふ
じ

野の 

陽よ
う

三ぞ
う

山
路
朝
彦
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
４
月
１
日
付
で
前
沢
浩

子
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

前
沢
新
学
長
は
１
９
６
１
年
新

潟
県
生
ま
れ
。
１
９
８
９
年
津
田

塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
東
京

医
科
歯
科
大
学
教
養
部
助
教
授
を

経
て
、
２
０
０
６
年
獨
協
大
学
外

国
語
学
部
助
教
授
に
着
任
。
２
０

１
１
年
教
授
と
な
り
、
２
０
２
０

年
か
ら
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長

を
４
年
間
務
め
た
。
専
門
は
イ
ギ

リ
ス
文
学
。
主
な
編
著
書
は
『
生

誕
４
５
０
年 

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

と
名
優
た
ち
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）、

『
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
な
ら
し
』（
大
修
館

書
店
）。

獨
協
大
学
は
１
９
６
４
年
に
創

立
し
た
４
学
部
11
学
科
を
有
す
る

文
科
系
総
合
大
学
。
カ
ン
ト
哲
学

者
天
野
貞
祐
の
「
大
学
は
学
問
を

通
じ
て
の
人
間
形
成
の
場
で
あ

る
」
を
建
学
の
理
念
と
し
て
い
る
。

情
報
技
術
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
革
命
、

Ａ
Ｉ
の
進
化
、
民
主
主
義
へ
の
懐

疑
、
資
本
主
義
の
行
き
詰
ま
り
と

い
っ
た
世
界
史
の
転
換
点
に
あ
っ

て
、
新
し
い
時
代
の
「
学
問
」
の

あ
り
方
を
模
索
す
る
こ
と
は
今
日

の
大
学
の
急
務
で
あ
る
。
個
人
の

幸
福
追
求
と
社
会
の
安
寧
を
目
指

し
続
け
る
意
志
を
持
つ
市
民
の
育

成
が
、
現
在
求
め
ら
れ
る
「
人
間

形
成
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

創
立
60
周
年
を
機
に
、
さ
ら
な
る

教
育
改
革
に
努
め
て
い
く
。
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獨
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学
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大
六
野
耕
作
前
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
４
月
１
日
付
で
上
野

正
雄
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

上
野
新
学
長
は
１
９
５
７
年
東

京
都
生
ま
れ
。
１
９
８
０
年
明
治

大
学
法
学
部
卒
業
。
２
０
０
３
年

裁
判
官
か
ら
同
大
学
法
学
部
助
教

授
に
転
職
。
２
０
０
４
年
か
ら
３

年
間
、
同
大
学
法
科
大
学
院
助
教

授
。
２
０
０
４
年
か
ら
５
年
間
、

東
京
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
。
２

０
０
７
年
同
大
学
法
学
部
准
教
授

を
経
て
、
２
０
１
０
年
同
学
部
教

授
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

同
大
学
に
お
い
て
は
、
副
学
長

（
広
報
担
当
）、
学
長
室
専
門
員
長
、

法
学
部
長
等
、
要
職
を
歴
任
し
て

い
る
。

専
門
は
刑
事
法
（
犯
罪
学
、
少

年
法
、
犯
罪
者
処
遇
法
）。
刑
事

事
件
、
少
年
事
件
の
裁
判
実
務
の

経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
犯
罪

者
・
非
行
少
年
と
社
会
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
を

模
索
し
て
い
る
。

明
治
大
学
は
、
７
年
後
の
創
立

１
５
０
周
年
に
向
け
て
、
多
様
な

「
個
」
を
磨
き
、
自
ら
切
り
開
く

「
前
へ
」
の
精
神
を
堅
持
し
、
時
代

を
変
革
し
て
い
く
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、「M

EIJI V
ISIO

N
 150 

―
前
へ
―
」
を
策
定
し
た
。
上
野

新
学
長
の
下
で
も
こ
の
実
現
に
向

け
て
、
全
学
一
体
と
な
っ
て
、
教

育
、
学
生
支
援
、
研
究
、
社
会
連

携
・
社
会
貢
献
、
大
学
経
営
に
お

け
る
諸
政
策
の
一
層
の
展
開
を
期

し
て
い
る
。

明
治
大
学

明
治
大
学 
学
長

上う
え

野の 
正ま

さ

雄お

村
田
玲
音
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
２
０
２
４
年
４
月
１
日

付
で
今
尾
真
法
学
部
教
授
が
学
長

に
就
任
し
た
。
任
期
は
４
年
。

今
尾
学
長
は
１
９
６
５
年
群
馬

県
生
ま
れ
。
１
９
９
０
年
法
政
大

学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
、
１
９

９
３
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
、
１

９
９
７
年
同
大
学
院
博
士
後
期
課

程
単
位
取
得
退
学
。
同
年
４
月
よ

り
明
治
学
院
大
学
法
学
部
専
任
講

師
に
着
任
。
２
０
０
６
年
に
法
学

部
教
授
に
就
任
し
た
。
学
生
部
長
、

法
学
部
長
、
大
学
理
事
等
を
歴
任
。

専
門
は
民
事
法
学
。
港
区
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
協
議
会
会
長

や
日
本
私
法
学
会
理
事
を
務
め
る
。

明
治
学
院
大
学
は
、
宣
教
医
師

と
し
て
来
日
し
た
ヘ
ボ
ン
博
士
が

１
８
６
３
年
に
開
設
し
た
英
学
塾

（
ヘ
ボ
ン
塾
）
を
起
源
と
し
、
２
０

２
３
年
に
創
立
１
６
０
周
年
を
迎

え
た
。
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
キ

リ
ス
ト
教
に
よ
る
人
格
教
育
」

と
学
問
の
自
由
を
基
礎
に
、“D

o 
for O

thers

（
他
者
へ
の
貢
献
）”

を
教
育
理
念
と
し
て
い
る
。
２
０

２
４
年
４
月
に
は
、
大
学
初
の
理

系
学
部
で
あ
る
情
報
数
理
学
部
を

開
設
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
文
理

複
合
的
な
思
考
が
で
き
る
人
材
の

育
成
と
と
も
に
、
数
字
や
デ
ー
タ

で
は
見
え
て
こ
な
い
価
値
を
問
い
、

真
の
教
養
を
修
得
す
る
基
礎
力
を

培
う
学
修
者
本
位
の
学
び
の
さ
ら

な
る
充
実
を
、
目
指
し
て
い
る
。

明
治
学
院
大
学

明
治
学
院
大
学 

学
長

今い
ま

尾お 

真ま
こ
と
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私立大学の多様な個性を支える学長とは、
どのような人たちなのか。
その個性や素顔に迫ります。

私大連Presents 学長インタビューシリーズ

学長 ときどき 私
YouTubeで
配信中！

加
藤
映
子
学
長
は
、
２
０
１
２

年
度
か
ら
大
阪
女
学
院
出
身
の
初

の
学
長
と
し
て
務
め
て
い
る
。
大

阪
女
学
院
短
期
大
学
を
卒
業
後
、

国
際
社
会
教
育
団
体
で
活
躍
し
、

ボ
ス
ト
ン
大
学
教
育
学
部
を
経
て

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
育
大
学
院
に

て
修
士
課
程
を
修
了
。
１
９
９
８

年
か
ら
２
０
０
１
年
に
か
け
て
フ

ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
同
大

学
院
博
士
課
程
で
学
び
、
２
０
０

３
年
に
博
士
号
を
取
得
し
た
。

専
門
は
言
語
習
得
で
、
最
新
の

教
育
技
術
を
活
用
し
た
実
践
に
取

り
組
み
、
現
在
は
、
言
語
教
育
に

Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

を
研
究
し
て
い
る
。
ま
た
、
著
書

『
ハ
ー
バ
ー
ド
で
学
ん
だ
最
高
の
読

み
聞
か
せ
』
は
韓
国
語
版
も
現
地

出
版
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
定
期
的

に
学
長
室
ア
ワ
ー
を
開
催
し
て
学

生
と
交
流
を
楽
し
み
、
親
し
み
を

込
め
て
「
映
子
先
生
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
多
い
。

大
阪
女
学
院
大
学
は
、「
私
を

超
え
る
私
に
出
会
う
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
キ

リ
ス
ト
教
を
ベ
ー
ス
と
し
た
教
育

機
関
と
し
て
、
学
生
の
人
格
形
成

を
重
視
し
た
学
習
環
境
を
提
供
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

日
本
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２
３
で
国
際
性
全
国
３
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
英
語
で
学
ぶ
専

門
課
程
や
留
学
生
と
の
学
び
の
場

を
提
供
す
る
な
ど
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー
に
富
み
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
を
重
ん
じ
る
教
育
過
程
を

展
開
し
て
い
る
。

大
阪
女
学
院
大
学

大
阪
女
学
院
大
学 

学
長

加か

藤と
う 

映え
い

子こ
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私立大学の多様な個性を支える学長とは、
どのような人たちなのか。
その個性や素顔に迫ります。

私大連Presents 学長インタビューシリーズ

学長 ときどき 私
YouTubeで
配信中！

加
藤
映
子
学
長
は
、
２
０
１
２

年
度
か
ら
大
阪
女
学
院
出
身
の
初

の
学
長
と
し
て
務
め
て
い
る
。
大

阪
女
学
院
短
期
大
学
を
卒
業
後
、

国
際
社
会
教
育
団
体
で
活
躍
し
、

ボ
ス
ト
ン
大
学
教
育
学
部
を
経
て

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
育
大
学
院
に

て
修
士
課
程
を
修
了
。
１
９
９
８

年
か
ら
２
０
０
１
年
に
か
け
て
フ

ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
同
大

学
院
博
士
課
程
で
学
び
、
２
０
０

３
年
に
博
士
号
を
取
得
し
た
。

専
門
は
言
語
習
得
で
、
最
新
の

教
育
技
術
を
活
用
し
た
実
践
に
取

り
組
み
、
現
在
は
、
言
語
教
育
に

Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

を
研
究
し
て
い
る
。
ま
た
、
著
書

『
ハ
ー
バ
ー
ド
で
学
ん
だ
最
高
の
読

み
聞
か
せ
』
は
韓
国
語
版
も
現
地

出
版
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
定
期
的

に
学
長
室
ア
ワ
ー
を
開
催
し
て
学

生
と
交
流
を
楽
し
み
、
親
し
み
を

込
め
て
「
映
子
先
生
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
多
い
。

大
阪
女
学
院
大
学
は
、「
私
を

超
え
る
私
に
出
会
う
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
キ

リ
ス
ト
教
を
ベ
ー
ス
と
し
た
教
育

機
関
と
し
て
、
学
生
の
人
格
形
成

を
重
視
し
た
学
習
環
境
を
提
供
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

日
本
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２
３
で
国
際
性
全
国
３
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
英
語
で
学
ぶ
専

門
課
程
や
留
学
生
と
の
学
び
の
場

を
提
供
す
る
な
ど
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー
に
富
み
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
を
重
ん
じ
る
教
育
過
程
を

展
開
し
て
い
る
。

大
阪
女
学
院
大
学

大
阪
女
学
院
大
学 

学
長

加か

藤と
う 

映え
い

子こ
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神
達 

知
純
（
か
ん
だ
つ 

ち
じ
ゅ
ん
）

大
正
大
学
学
長・仏
教
学
部
教
授
。
大
正
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
後
退
学
。

博
士（
仏
教
学
）。
学
長
補
佐
、副
学
長
等
を
経
て
、 

’23
よ
り
現
職
。

八
巻 

和
彦
（
や
ま
き 
か
ず
ひ
こ
）

西
武
文
理
大
学
学
長
。
’76
東
京
教
育
大
学（
現・

筑
波
大
学
）大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。

博
士（
文
学
）。
早
稲
田
大
学
等
を
経
て
’22
よ
り
現

職
。
主
著『
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
思
索
の
プ
リ
ズ
ム
』。

山
下 

京
子
（
や
ま
し
た 

き
ょ
う
こ
）

広
島
女
学
院
大
学
障
が
い
学
生
高
等
教
育
支
援
室

室
長・人
間
生
活
学
部
特
任
教
授
。
’98
広
島
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

臨
床
心
理
士
。
公
認
心
理
師
。

中
野 

泰
志
（
な
か
の 

や
す
し
）

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
。
博
士（
心
理
学
）。

国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
、東
京
大
学
先

端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
を
経
て
、’06
よ
り
現
職
。

藤
井 

渉
（
ふ
じ
い 

わ
た
る
）

日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部
准
教
授
。
博
士（
人

間
福
祉
学
）。
社
会
福
祉
士
。
主
著『
障
害
と
は
何
か 

戦
力
な
ら
ざ
る
者
の
戦
争
と
福
祉
』、『
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
た
め
の
反「
優
生
学
講
座
」』な
ど
。

小
沢 

道
紀
（
お
ざ
わ 

み
ち
の
り
）

立
命
館
大
学
学
生
部
部
長・食
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

部
教
授
。
’01
立
命
館
大
学
経
営
学
部
専
任
講
師
に

着
任
。
’23
よ
り
現
職
。
共
編
著『
ド
ラ
ッ
カ
ー
思

想
と
現
代
経
営
』な
ど
。

音 

好
宏
（
お
と 

よ
し
ひ
ろ
）

上
智
大
学
文
学
部
教
授
。
’90
上
智
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
専
門

は
メ
デ
ィ
ア
論
。
主
著『
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
現
代
的

展
開
』ほ
か
。

野
村 

亮
（
の
む
ら 

り
ょ
う
）

早
稲
田
大
学
デ
ー
タ
科
学
セ
ン
タ
ー
教
授
。
博
士

（
工
学
）。

深
谷 
良
治
（
ふ
か
や 

り
ょ
う
じ
）

滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス・Ａ
Ｉ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
長
、教
授
。
’89
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
工
学
部Engineering-Econom

ic 
System

s 

修
士M

aster of Science

、Ｎ
Ｔ
Ｔ
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
を
経
て
’24
よ
り
現
職
。

北
村 

行
伸
（
き
た
む
ら 

ゆ
き
の
ぶ
）

立
正
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
学
部
長
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
修
了
、D

.Phil

（
経
済
学
）、一
橋
大
学
教
授
を
経
て
、’21 

４
月
よ
り

現
職
。
主
著
に『
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
分
析
』な
ど
。

大
西 

立
顕
（
お
お
に
し 

た
か
あ
き
）

立
教
大
学
大
学
院
人
工
知
能
科
学
研
究
科
教
授
。

’04
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
。
博
士（
科
学
）。
東
京
大
学
准
教
授

を
経
て
、’20
か
ら
現
職
。

陣
崎 

雅
弘
（
じ
ん
ざ
き 

ま
さ
ひ
ろ
）

慶
應
義
塾
大
学
病
院
副
病
院
長（
医
療
Ｄ
Ｘ
、予
防
医

療
担
当
）、同
大
学
医
学
部
放
射
線
科
学（
診
断
）教
室

教
授
。
’87
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
卒
業
。
’14
よ
り
現

職
。
専
門 

画
像
診
断
、医
療
Ｄ
Ｘ
、機
器
開
発
。

加
茂 

雄
亮
（
か
も 

ゆ
う
す
け
）

㈱
デ
ィ
ー・エ
ヌ・エ
ー 

グ
ル
ー
プ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
、

デ
ー
タ
統
括
部 

統
括
部
長
。
’13
年
同
社
に
入
社
。
’16

年
Ａ
Ｉ
部
門
の
立
ち
上
げ
に
参
画
後
、現
職
。
日
本
経

済
団
体
連
合
会
Ａ
Ｉ
活
用
戦
略
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
委
員
。

Sali A
ugustine

（
サ
リ
・
ア
ガ
ス
テ
ィ
ン
）

上
智
学
院
理
事
長
。
’07
上
智
大
学
外
国
語
学
研
究

科
修
了
。
博
士（
地
域
研
究・政
治
学
）。
上
智
大

学
学
生
総
務
担
当
副
学
長
、総
務
担
当
理
事
等
を

経
て
’23
よ
り
現
職
。
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村
上 

芳
秀
（
む
ら
か
み 

よ
し
ひ
で
）

学
校
法
人
関
西
学
院
総
務
部
総
務
課
。

田
中 

純
平
（
た
な
か 

じ
ゅ
ん
ぺ
い
）

神
奈
川
大
学
社
会
連
携
部
社
会
連
携
課
長
補
佐
。

民
間
企
業
を
経
て
、’14
よ
り
神
奈
川
大
学
入
職
。
就

職
課
、産
官
学
連
携
推
進
課
、社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
設

置
準
備
室
を
経
て
、’21
４
月
よ
り
現
職
。

伊
藤 

敬
生
（
い
と
う 

た
か
お
）

九
州
産
業
大
学
芸
術
学
部
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン

学
科
教
授
。
’21
よ
り
現
職
。

高
岡 

淳
（
た
か
お
か 

じ
ゅ
ん
）

学
校
法
人
関
西
大
学
常
任
理
事
、法
人
本
部
長
。
’88

関
西
大
学
入
職
、’22
よ
り
法
人
本
部
長
。
’16
評
議
員

を
経
て
、’20
よ
り
常
任
理
事
。

村
田 

淳
（
む
ら
た 

じ
ゅ
ん
）

京
都
大
学
学
生
総
合
支
援
機
構
准
教
授・Ｄ
Ｒ
Ｃ

（
障
害
学
生
支
援
部
門
）チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー・Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｐ（
高
等
教
育
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

松
川 

真
美
（
ま
つ
か
わ 

ま
み
）

同
志
社
大
学
理
工
学
部
教
授
、’22
４
～
’24
３
同
大

学
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ・ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
長
を
兼
務
。
専
門
は
電
気
電
子

計
測
、特
に
超
音
波
の
計
測
応
用
。

渡
邉 

蘭
子
（
わ
た
な
べ 

ら
ん
こ
）

東
北
学
院
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
講
師
。
’20

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
研

究
指
導
認
定
退
学
。
’23
同
上
修
了
。
京
都
大
学
博

士（
文
学
）。
’23
よ
り
現
職
。

前
野 

隆
司
（
ま
え
の 

た
か
し
）

武
蔵
野
大
学
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
部
長・教
授
、

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン・マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教
授
。
’86
東
京
工
業
大
学
理
工

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
博
士（
工
学
）。

髙
石 

光
一
（
た
か
い
し 

こ
う
い
ち
）

亜
細
亜
大
学
経
営
学
部
経
営
学
科
教
授
。
’10
九
州
大

学
大
学
院
人
間
環
境
学
府
行
動
シ
ス
テ
ム
専
攻
博
士
後

期
課
程
修
了
、博
士（
心
理
学
）。
中
小
企
業
事
業
団（
現

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
）等
を
経
て
’14
よ
り
現
職
。

小
林 

寛
子
（
こ
ば
や
し 

ひ
ろ
こ
）

東
海
大
学
文
理
融
合
学
部
元
教
授・現
客
員
教
授
。

専
門
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
。
豪
州
に
て
エ
コ
リ
ゾ

ー
ト
の
開
発・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
従
事
。
主
著

『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
っ
て
な
に
？
』

山
﨑 

雅
夫
（
や
ま
ざ
き 
ま
さ
お
）

東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
教
授
。
’93
東
京
農

業
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
農
芸
化
学
専
攻（
博

士
後
期
課
程
）修
了
。
博
士（
農
芸
化
学
）、管
理
栄

養
士
。
’13
よ
り
現
職
。

織
田 

友
理
子
（
お
だ 

ゆ
り
こ
）

’03
創
価
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
在
学
中
に
遠
位
型
ミ

オ
パ
チ
ー
の
診
断
を
受
け
る
。
’08
患
者
会「
Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｍ
」

設
立
。
自
身
の
経
験
を
生
か
し
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報

共
有
ア
プ
リ『W

heeLog!

』の
開
発
な
ど
を
手
掛
け
る
。

川
島 

葵
（
か
わ
し
ま 

あ
お
い
）

上
智
大
学
文
学
部
卒
業
。
東
海
ラ
ジ
オ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
経
て
フ
リ
ー
に
。
藤
井
聡
太
王
位
就
位
式

や
吉
沢
亮
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
司
会
な
ど
で
活
躍
。TBS 

Podcast

、V
oicy

で
番
組
も
持
つ
。
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村
上 

芳
秀
（
む
ら
か
み 

よ
し
ひ
で
）

学
校
法
人
関
西
学
院
総
務
部
総
務
課
。

田
中 
純
平
（
た
な
か 

じ
ゅ
ん
ぺ
い
）

神
奈
川
大
学
社
会
連
携
部
社
会
連
携
課
長
補
佐
。

民
間
企
業
を
経
て
、’14
よ
り
神
奈
川
大
学
入
職
。
就

職
課
、産
官
学
連
携
推
進
課
、社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
設

置
準
備
室
を
経
て
、’21
４
月
よ
り
現
職
。

伊
藤 

敬
生
（
い
と
う 

た
か
お
）

九
州
産
業
大
学
芸
術
学
部
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン

学
科
教
授
。
’21
よ
り
現
職
。

高
岡 

淳
（
た
か
お
か 

じ
ゅ
ん
）

学
校
法
人
関
西
大
学
常
任
理
事
、法
人
本
部
長
。
’88

関
西
大
学
入
職
、’22
よ
り
法
人
本
部
長
。
’16
評
議
員

を
経
て
、’20
よ
り
常
任
理
事
。

村
田 

淳
（
む
ら
た 

じ
ゅ
ん
）

京
都
大
学
学
生
総
合
支
援
機
構
准
教
授・Ｄ
Ｒ
Ｃ

（
障
害
学
生
支
援
部
門
）チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー・Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｐ（
高
等
教
育
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

松
川 

真
美
（
ま
つ
か
わ 

ま
み
）

同
志
社
大
学
理
工
学
部
教
授
、’22
４
～
’24
３
同
大

学
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ・ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
長
を
兼
務
。
専
門
は
電
気
電
子

計
測
、特
に
超
音
波
の
計
測
応
用
。

渡
邉 

蘭
子
（
わ
た
な
べ 

ら
ん
こ
）

東
北
学
院
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
講
師
。
’20

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
研

究
指
導
認
定
退
学
。
’23
同
上
修
了
。
京
都
大
学
博

士（
文
学
）。
’23
よ
り
現
職
。

前
野 

隆
司
（
ま
え
の 

た
か
し
）

武
蔵
野
大
学
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
部
長・教
授
、

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン・マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教
授
。
’86
東
京
工
業
大
学
理
工

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
博
士（
工
学
）。

髙
石 

光
一
（
た
か
い
し 

こ
う
い
ち
）

亜
細
亜
大
学
経
営
学
部
経
営
学
科
教
授
。
’10
九
州
大

学
大
学
院
人
間
環
境
学
府
行
動
シ
ス
テ
ム
専
攻
博
士
後

期
課
程
修
了
、博
士（
心
理
学
）。
中
小
企
業
事
業
団（
現

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
）等
を
経
て
’14
よ
り
現
職
。

小
林 

寛
子
（
こ
ば
や
し 
ひ
ろ
こ
）

東
海
大
学
文
理
融
合
学
部
元
教
授・現
客
員
教
授
。

専
門
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
。
豪
州
に
て
エ
コ
リ
ゾ

ー
ト
の
開
発・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
従
事
。
主
著

『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
っ
て
な
に
？
』

山
﨑 

雅
夫
（
や
ま
ざ
き 

ま
さ
お
）

東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
教
授
。
’93
東
京
農

業
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
農
芸
化
学
専
攻（
博

士
後
期
課
程
）修
了
。
博
士（
農
芸
化
学
）、管
理
栄

養
士
。
’13
よ
り
現
職
。

織
田 

友
理
子
（
お
だ 

ゆ
り
こ
）

’03
創
価
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
在
学
中
に
遠
位
型
ミ

オ
パ
チ
ー
の
診
断
を
受
け
る
。
’08
患
者
会「
Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｍ
」

設
立
。
自
身
の
経
験
を
生
か
し
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報

共
有
ア
プ
リ『W

heeLog!

』の
開
発
な
ど
を
手
掛
け
る
。

川
島 

葵
（
か
わ
し
ま 

あ
お
い
）

上
智
大
学
文
学
部
卒
業
。
東
海
ラ
ジ
オ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
経
て
フ
リ
ー
に
。
藤
井
聡
太
王
位
就
位
式

や
吉
沢
亮
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
司
会
な
ど
で
活
躍
。TBS 

Podcast

、V
oicy

で
番
組
も
持
つ
。
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● 

３
月
５
日
㈫

第
12
回
常
務
理
事
会
、

記
者
懇
談
会
に
出
席

● 

３
月
11
日
㈪
・

   

３
月
12
日
㈫

文
教
関
係
国
会
議
員

あ
い
さ
つ
回
り

● 

３
月
19
日
㈫

第
10
回
理
事
会
、
第

３
回
総
会
に
出
席

● 

３
月
28
日
㈭

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
第
１
２
８
回
役

員
会
・
第
93
回
総
会
に
出
席

● 

４
月
９
日
㈫

第
１
回
常
務
理
事
会
、
第
１
回
理
事
会
に
出
席

会
長
の
動
き

加
盟
大
学
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画

「
学
長 
と
き
ど
き 

私
」
を
公
開

『
私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
』
に
つ

い
て
、
有
識
者
に
よ
る
第
三
者
チ
ェ
ッ
ク
及

び
第
２
２
９
回
総
会
で
の
会
員
法
人
の
承
認

を
経
て
、【
第
2.0
版
】
に
改
訂
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
訂
で
は
、
私
立
学
校
法
改
正
に

伴
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
変
更
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
社
会
か
ら
私
立
大
学
へ
向
け
ら

れ
る
厳
し
い
視
線
を
憂
慮
し
、
改
め
て
社
会

か
ら
の
信
頼
獲
得
ま
た
そ
の
信
頼
を
損
な
う

こ
と
の
な
い
よ
う
、
私
立
大
学
に
求
め
ら
れ

る
点
を
再
整
理
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
私
立

学
校
法
の
改
正
内
容
に
留
ま
ら
な
い
内
部
通

報
体
制
・
危
機
管
理
体
制
の
拡
充
と
い
っ
た

ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機
能
す
る
た
め
の
施
策
の
強

化
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、【
第
2.0
版
】
は
改
正
さ
れ
た
私
立
学

校
法
を
前
提
と
し
た
も
の
で
す
の
で
、
同
法

が
施
行
さ
れ
る
令
和
７
年
度
以
降
よ
り
使
用

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

▼ 『
私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
【
第
2.0
版
】』
及

び
各
会
員
法
人
の
コ
ー
ド
遵
守
状
況
に
つ
い
て
は
、
私

大
連
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/

m
em

bers/governance/

『
私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
【
第
2.0
版
】』 

公
開
の
お
知
ら
せ

https://w
w

w
.youtube.com

/
playlist?list=PLXbCoVKSQ

ta
1lRjej5N

a3BL2SaCdVSihT

　

総
合
政
策
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

『
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
大
学
教
育
の
現
状
と

深
化
・
拡
充
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
に
伴
い
、
大
学
は
対
面
を

中
心
と
し
た
授
業
に
回
帰
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
私
立
大
学
は
対
面
授
業
の
み
で

は
な
し
え
な
い
、
学
生
の
学
び
を
一
層
進
化
さ

せ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
可
能
性
を
模
索
し
て

い
ま
す
。
報
告
書
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
双
方
向
性
の
確
保
や

報
告
書
「
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

大
学
教
育
の
現
状
と
深
化
・
拡
充
」
を
刊
行

　
こ
の
動
画
は
、
私
大
連
会
員
大
学
の
学
長
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
学
長
と
し
て
の
お
仕
事
、
研

究
者
と
し
て
の
活
動
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
過
ご

し
方
な
ど
を
お
伺
い
し
、
学
長
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
を
通
じ
て
、
私
立
大
学
で
の
多
様
な
学

び
や
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
な
ど
、
私
立
大
学
の

魅
力
を
視
聴
者
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
一
問
一
答
編
」
で
は
、
よ
り
学
長
の

皆
様
の
素
顔
に
迫
る
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
も
新
た
な
動
画
を
公
開
し
て
い

く
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「
私
立
大
学
理
工
農
系
分
野
の
量
的
・
質
的
充
実
に
向

け
た
展
望
と
課
題
」
中
間
報
告
（
検
討
経
過
ま
と
め
）

https://w
w

w
.shidairen.or.

jp/topics_details/id=4131

文
理
横
断
教
育
の
実
践
と
推
進
（
中
間
報
告
）

https://w
w

w
.shidairen.or.

jp/topics_details/id=4135

各
資
料
は
、
左
記
の
私
大
連

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/

質
保
証
、
評
価
方
法
、
学
内
体
制
の
整
備
等
に

つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、「
対
面
」「
オ
ン

ラ
イ
ン
」「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
」
な
ど
の
「
組
み
合

わ
せ
」
に
よ
り
、
い
か
に
新
し
い
学
び
を
デ
ザ

イ
ン
で
き
る
か
、
そ
の
可
能
性
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
（
15
事
例
）
と
と
も
に
提
示
し
ま
し
た
。

　
私
大
連
で
は
令
和
５
年
度
に
「
理
工
系
分
野

の
充
実
・
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
並
び
に
「
文

理
横
断
教
育
の
推
進
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
、
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和

５
年
度
に
お
い
て
は
中
間
報
告
を
と
り
ま
と
め

て
公
表
し
ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
、
令
和
６
年
度
に

最
終
報
告
（
提
言
）
を
と
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
報
告
を
公
表

● 

３
月
５
日
㈫

記
者
懇
談
会
「
大
学
院
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
と
私
立
大
学
を
巡
る
諸
課
題
に
つ
い
て
」

● 

３
月
25
日
㈪

寄
附
行
為
変
更
に
関
す
る
情
報
交
換
会

開
催
報
告

https://w
w

w
.shidairen.or.

jp/topics_details/id=4151
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「
私
立
大
学
理
工
農
系
分
野
の
量
的
・
質
的
充
実
に
向

け
た
展
望
と
課
題
」
中
間
報
告
（
検
討
経
過
ま
と
め
）

https://w
w

w
.shidairen.or.

jp/topics_details/id=4131

文
理
横
断
教
育
の
実
践
と
推
進
（
中
間
報
告
）

https://w
w

w
.shidairen.or.

jp/topics_details/id=4135

各
資
料
は
、
左
記
の
私
大
連

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/

質
保
証
、
評
価
方
法
、
学
内
体
制
の
整
備
等
に

つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、「
対
面
」「
オ
ン

ラ
イ
ン
」「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
」
な
ど
の
「
組
み
合

わ
せ
」
に
よ
り
、
い
か
に
新
し
い
学
び
を
デ
ザ

イ
ン
で
き
る
か
、
そ
の
可
能
性
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
（
15
事
例
）
と
と
も
に
提
示
し
ま
し
た
。

　
私
大
連
で
は
令
和
５
年
度
に
「
理
工
系
分
野

の
充
実
・
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
並
び
に
「
文

理
横
断
教
育
の
推
進
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
、
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和

５
年
度
に
お
い
て
は
中
間
報
告
を
と
り
ま
と
め

て
公
表
し
ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
、
令
和
６
年
度
に

最
終
報
告
（
提
言
）
を
と
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
報
告
を
公
表

● 

３
月
５
日
㈫

記
者
懇
談
会
「
大
学
院
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
と
私
立
大
学
を
巡
る
諸
課
題
に
つ
い
て
」

● 
３
月
25
日
㈪

寄
附
行
為
変
更
に
関
す
る
情
報
交
換
会

開
催
報
告

https://w
w

w
.shidairen.or.

jp/topics_details/id=4151

137



※内容は変更になる場合があります。次号予告 2024.7
NO.417

座談会「時代の変化に挑む大学職員像」
特　集「共同学習空間「ラーニングコモンズ」の今」
小特集「大学の研究力促進に向けた学内環境整備の取り組み」

編集後記

だいがくのたから 大阪医科薬科大学 大学点描 関西学院大学

クローズアップ・インタビュー 森下 典子さん（エッセイスト）

◆
昨
今
、
目
に
し
な
い
日
が
な
い
く
ら
い

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
Ａ
Ｉ
は
人
気
の
あ

る
強
い
ワ
ー
ド
だ
。
し
か
し
、
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
程
度
で
、
そ
の
内
容
や
現
在
地

を
理
解
し
て
い
る
人
は
、
あ
ま
り
多
く
な

い
か
も
し
れ
な
い
。

今
号
の
特
集
で
は「
数
理
、デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
、
Ａ
Ｉ
」
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、

学
部
教
育
、
特
化
し
た
大
学
院
、
全
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
大
学
間
連
携
、
医
療
や
ス

ポ
ー
ツ
領
域
で
の
活
用
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
構
成
に
な
っ
た
。
特
に
医
療
分

野
で
の
活
用
で
は
、
高
度
医
療
へ
の
展
開

と
い
う
夢
の
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を

メ
デ
ィ
ア
が
放
送
す
る
一
方
、
実
装
段
階

で
は
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も

多
い
こ
と
を
理
解
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど

も
今
後
、
人
類
が
上
手
に
付
き
合
っ
て
い

く
た
め
に
は
法
整
備
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

Ａ
Ｉ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
て
68
年
、

そ
の
間
ブ
ー
ム
と
冬
の
時
代
を
繰
り
返
し

て
き
た
。
東
京
大
学
の
松
尾
豊
教
授
は
、

C
hatG

PT

に
沸
い
た
昨
年
に
「
第
四
次

Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
」
へ
入
っ
た
と
指
摘
し
て
い

る
。
ブ
ー
ム
で
あ
る
う
ち
に
実
装
が
進
ん

で
い
く
こ
と
を
願
い
た
い
。〈
広
報
・
情
報

委
員
会
大
学
時
報
分
科
会
委
員
・
明
治
大

学
経
営
企
画
部
広
報
課
長 

野
見
山
智
道
〉

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
目

に
し
た
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
感
染
症
法

上
の
５
類
移
行
を
機
に
、
目
に
す
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
大
学
で
も
教

室
や
学
生
食
堂
に
設
置
さ
れ
て
い
た
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
が
撤
去
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
前
と

変
わ
ら
ぬ
日
常
が
戻
っ
て
き
た
と
感
じ
て

い
る
方
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、あ
の
大
量
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

は
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
、
疑
問
に
思
っ
て

い
る
方
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
本
小
特
集
で
は
各
大
学
で
設
置
し

て
い
た
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
共
有
す
る
こ
と

を
目
的
に
企
画
し
た
。
各
大
学
で
の
取
り

組
み
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
、
単
に
リ
サ
イ

ク
ル
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
者
の
学
び
に
つ
な
げ
て
い

る
点
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
事
例

共
有
を
通
し
て
、
不
要
と
思
わ
れ
て
い
る

も
の
が
、
学
び
の
付
加
価
値
を
つ
け
て
新

た
に
活
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報
分
科
会

委
員
・
法
政
大
学
多
摩
事
務
部
多
摩
事
務

課
課
長 

須
藤
智
徳
〉

◆
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
新
た
な
「
大
学

時
報
」
―
表
紙
は
羅
針
盤
を
模
し
、
本
誌

が
時
代
の
波
の
中
で
方
向
性
を
示
す
ガ
イ

ド
た
ら
ん
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

新
た
な
出
発
と
な
る
本
号
座
談
会
は
、

私
立
大
学
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
合
理
的
配

慮
の
義
務
化
を
テ
ー
マ
に
開
催
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
織
田
友
理
子
さ
ん
の
お
話
を
伺

う
機
会
を
得
た
。
障
害
学
生
へ
の
支
援
と

い
う
表
現
の
中
に
は
、
支
援
を
要
す
る
学

生
の
数
だ
け
支
援
の
形
が
あ
り
、
対
象
と
な

る
学
生
の
増
加
と
共
に
そ
の
内
容
も
多
様

化
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
の
活
用
が
広
が
る
中
、
情
報
共
有
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
材
育
成
等
が
重
要

と
の
指
摘
は
、
織
田
さ
ん
の
取
り
組
み
に
も

共
通
す
る
も
の
を
感
じ
る
。
そ
し
て
、
織
田

さ
ん
の
信
念
を
持
っ
て
行
動
す
る
姿
は
、
学

ぶ
こ
と
か
ら
得
た
も
の
が
知
識
だ
け
で
は
な

い
こ
と
を
強
く
感
じ
る
時
間
で
も
あ
っ
た
。

「
人
間
に
と
っ
て
、
学
び
続
け
、
人
生
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
は
大
き
な

喜
び
」
―
新
た
な
春
を
迎
え
た
い
ま
、
織

田
さ
ん
の
言
葉
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
大

学
は
い
つ
の
時
代
も
、
そ
の
喜
び
を
生
み

出
す
場
で
あ
り
た
い
。〈
日
本
私
立
大
学

連
盟
事
務
局 

加
賀
崎
奈
美
〉
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愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福岡女学院大学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学習院女子大学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学
金 沢 星 稜 大 学

⎫
｜
⎬
｜
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 學
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
九 州 産 業 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
桃山学院教育大学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学

⎫
⎬
⎭

日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大阪医科薬科大学
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白百合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学
大 正 大 学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 国 際 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
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松 田 美 佐
須 藤 智 徳
中 山 　 映
玉村　まゆか
中 谷 良 規
河越　英代
野見山智道
大野　百合子
立 岩 健 一
山 田 健 太
高 橋 慈 海
大谷奈緒子
五十嵐俊也
小泉　邦人
齋 藤 　 淳
加賀崎奈美
　 田 匡 孝




